
第３学年 体育科 学習構想案 

日 時 令和３年１０月２０日（水）第３校時  

  場 所 泗水西小学校体育館  

指導者 教諭 城下 傑 

１ 単元構想 

 

単元名 不思議な世界へレッツゴー（表現運動） 

単元の 

目標 

(1) 表現の行い方を知るとともに、身近な生活などの題材からその主な特徴を捉え、表したい感
じをひと流れの動きで表現することができるようにする。 

(2) 自己の能力に適した課題を見付け、題材の特徴を捉えた動きや交流の仕方を工夫するととも
に、考えたことを友だちに伝えることができるようにする。 

(3) 表現運動に進んで取り組み、誰とでも仲よく動きを表現したり、友達の動きや考えを認めた
り、場の安全に気を付けたりすることができるようにする。 

単元の 

評価 

規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①表現の行い方について話し
たり、実際に動いてみたり
している。 

②動きの特徴を捉え、表したい
感じを表現することができ
る。 

③動き（大・小）やリズム（速・
遅）に変化をつけて、全身で
表現することができる。 

④中心となる動きに「はじめ」
「おわり」をつけて表現す
ることができる。 

①題材の特徴を知り、自己の能力
に合った課題を見付けている。 

②動き（大・小）やリズム（速・
遅）に変化をつけることで動き
にメリハリがつくことを知り、
自己の動きに取り入れている。 

③表したい感じや様子にふさわし
い動きで表現できたかを見合
い、友達のよい動きを伝えたり
書き出したりしている。 

①表したい感じをひと流れ
の動きで表現したりする
などの表現運動に進んで
取り組もうとしている。 

②誰とでも仲良く動きを表
現したり、友達の動きや考
えを認めている。 

③場の準備や片付けを友達
と一緒にしたり、場の安全
に気を付けている。 

単元終了時の児童の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

全身を使って特徴を捉えた表現をしたり、表したい感じをひと流れの動きで表現したりするといった表現運動の楽

しさや喜びを感じ、友達と豊かに関わり合う中で進んで自分を表現しようとする児童。 

単元を通した学習課題（単元の中心的な学習課題） 本単元で働かせる見方・考え方 

はじめ・中・おわりをつけて不思議な世界を表現し

よう。 

全身を使った表現等を「する」、友だちの動きを「見る」、友

達と協力したりして「支える」、特徴を捉えた表現の仕方を「知

る」といった表現運動との多様な関わり方で楽しむこと。 

指導計画と評価計画（７時間取扱い 本時３／７） 

過程 時間 学習活動（「問い」を設定しても可） 
評価の観点等 

★は記録に残す評価の場面で「具体の評価規準」 

一 １ 

〇オリエンテーション 

 ・学習内容の確認  ・安全の約束の確認 

 ・場の準備や片付けの仕方の確認 

 【態③】（観察） 

二 ２ 

〇「鏡の世界」で教師や友達のまねをする。 
 ・いろいろな動きをまねして楽しむ。 
〇「忍者の世界」を表現する。（本時） 
 ・忍者の動きをイメージして、忍者になりきって動く。 
 ・忍者のイメージかるたから、即興的に動く。 

 【知①または態①】（観察・問いかけ） 
 
★【知②】（観察・問いかけ） 
〇忍者のイメージから動きの特徴を捉え、

表したい感じを表現することができる。 

三 ２ 

〇「□□づくり」のイメージを動きに表す。 
 ・「□□づくり」のイメージかるたについて話し合う。 
 ・「□□づくり」の特徴のある場面を動きに表す。 
〇「□□づくり」のイメージかるたから即興的に動いた

り、はじめとおわりをつけたりする。 
 ・複数の「□□づくり」イメージかるたを選び、即興

的に動く。 
 ・「□□づくり」イメージかるたから１枚選び、はじ

めとおわりをつける。 

 【知③】（観察、学習カード） 
 
 
★【思①または思②】（観察、学習カード） 
〇題材の特徴を知り、自己の能力に合っ

た課題を見付けている。 
〇動き（大・小）やリズム（速・遅）に

変化をつけることで動きにメリハリ
がつくことを知り、自己の動きに取り
入れている。 

四 ２ 

〇はじめ・中・おわりをつけて「不思議な世界」を表現
する。 

 ・テーマを選び、グループで、中の動きを工夫したり、
はじめとおわりを考えたりする。 

 ・できたところまでを友だちに見せ、よさを認め合う。 
〇「不思議な世界」発表会をする。 
 ・簡単な発表会をし、動きを共有する。 

★【態②】（観察） 
〇グループで仲良く動きを表現したり、

友達の動きや考えを認めたりしてい
る。 

 【思③】（観察、学習カード） 
 
★【知④】（観察） 
〇動きの特徴を捉え、はじめ・中・おわ

りをつけて表現することができる。 



２ 単元における系統及び児童の実態 

３ 指導に当たっての留意点 

○「忍者の世界」や「ジャングル探検」等のネーミングで、児童が興味を持つような場を設定し、心身をほぐしながら表

現運動に取り組めるようにする。（視点②） 

○イメージをより具体化できるように、イメージかるたを用いたり、児童から出たつぶやきや意見を実際に動きに表す場

を積極的に取り入れ、題材の特徴を捉えられるようにする。 
○身近な生活の題材から、表したい感じを中心に、感じの異なる動きや急変する場面などの変化のある動きをつなげてメ

リハリのあるひと流れの動きとなるようにする。その際、動きの誇張や変化の付け方が苦手な児童には、友達の動きを

見合う中で、まねをするように促すなどの配慮をする。 

○授業の途中や振り返りの場面で、よい動きをしていた友達を紹介したり、互いに助言する時間を設けるようにする。

（視点④） 

〇自己選択・決定の場として、表現したい題材や動きを児童に選択させる。〈人権が尊重される授業づくりの視点から〉 

学習指導要領における該当箇所(内容，指導事項等) 

小学校学習指導要領第３学年及び第４学年 

〔知識及び技能〕ア 表現では、身近な生活などの題材からその主な特徴を捉え、表したい感じをひと流れの動きで

踊ること。 

〔思考力、判断力、表現力等〕ア 自己の能力に適した課題を見付け、その課題の解決のための活動を選ぶこと。 

              イ 課題解決のために考えたことを友達に伝えること。 

〔学びに向かう力、人間性等〕運動に進んで取り組み、誰とでも仲よく踊ったり、友達の動きや考えを認めたり、場

の安全に気を付けたりすること。 

教材・題材の価値 

表現運動は、身近な生活や空想の世界などから題材を選んで、リズミカルな体の動きで表現することが楽しめ、友達

と協力しながら表現する喜びを味わうことができる運動である。 

本単元における系統 

 

児童の実態（単元の目標につながる学びの実態） 

■本単元を学習するにあたって身に付けておくべき基礎・基本の定着状況                  （％） 

調査内容 概ね（６割～８割程度） 十分（８割以上） 

ダンスや体を動かして何かを表現することができる。   

体育の授業で自分の意見を相手に伝えることができる。   

体育の授業で友達の意見やアドバイスを聞いて、自分の動き

に生かすことができる。 
  

■本単元の学習に関する意識の状況                                 （％） 

調査内容 概ね（６割～８割程度） 十分（８割以上） 

体育は好きか。   

ダンスや体を動かして何かを表現することは好きか。   

体育の授業で友達の意見やアドバイスを聞くのは好きか。   

■考察 

（資質・能力に関して） 
 
 

 
（学びに関して） 
 
 
 

 

第３学年及び第４学年 
表現運動 

（ア 表現） 

第３学年及び第４学年 
表現運動 

（イ リズムダンス） 
 

第１学年及び第２学年 
表現リズム遊び 
（ア 表現遊び） 

第５学年及び第６学年 
表現運動 

（ア 表現） 
 



４ 本時の学習 
（１）目標 忍者の特徴を捉えて、表したい感じを表現することができる。 

（２）展開 

過程 時間 
学習活動 

（◇予想される児童の発言） 

指導上の留意事項 
（学習活動の目的・意図，内容，方法等） 

導 

入 

７
分 

１ 課題をつかむ 

① 準備運動をする。 

② 教師や友達の動きをまねする。 

◇ 〇〇さんの動きは面白いな。 
 

 

 

③ どんな忍者になりたいか考え、目指す 

忍者の動きについて問いを持つ。 

◇ すばやい忍者になりたいな。 

◇ 強くて、技を使える忍者がいいな。 

 

 

 

 

〇 柔軟性に課題が見られるため、準備運動を

しっかりする。 

〇 教師や友達の動きをまねしながら、心身を

ほぐせるように表情も意識させる。 

 

 

 

〇 忍者のイラストを見せて、どんな忍者になり

たいか児童に尋ね、理想の忍者像を引き出す。 

 

〇 忍者になるにはどんな動きをすればよいか

問う。 

 

展 

開 

28

分 

２ 課題解決に向けて活動する。 

① 忍者のイメージを話し合い、忍者にな 

りきって動く。 

◇ 忍者は、音を立てずに動くよ。 

 

② イメージかるたを使い、その内容で即 

興的に動く。 

◇ すばやく移動する忍者だ。 

◇ 水とんの術は、水の中をもぐるぞ。 

◇ しゅりけんで戦うぞ。 

 

③ 忍者の動きについて話し合い、互いの

助言を取り入れながら動く。 

◇ 忍者は、ゆっくり静かに動くといいん

じゃないかな。 

◇ 忍者は、大きくジャンプしたり、しゃ

がんだりするよ。 

 

④ 全体を３つに分け、見せ合う。 

◇ 〇〇さんの動きが、本物の忍者みたい

でいいな。 

 

 

 

〇 児童の忍者に対する多様なイメージをボー

ドに書き出し、いくつか例にあげて実際に動い

てみる。 

 

〇 イメージかるたを用いて、題材を与え、そ

の内容で即興的に動くように促す。 

 

〇 一人でできる動きや複数人で行う動きを入

れる等して、場面を変えながら多様な表現に

つながるようにする。 

 

〇 話し合う際には、実際に動きながら意見を

交流することを意識させる。 

 

〇 児童用タブレットを用いて、動画を撮影し、

自分たちの動きを確かめさせる。 

 

 

 

 

 

【到達していない児童への手立て】 

○ 友達の動きをまねながら、一番表したい部 

分を一緒に考え、動きのバリエーションが広

がるように寄り添いながら指導する。 

終
末 

10

分 

３ 学習課題に対する振り返りをする。 

① 今日の学習を振り返る。 

◇ 忍者は、ゆっくり動いたり、速く動くと

いいと思います。 

◇ 忍者は、技を出したり武器を使ったり

するように動くといいと思います。 

 

 

 

② できたところや友達のよいところを 

発表する。 

◇ 〇〇さんが、忍者の動きで～をしてい

たのがいいなと思いました。 

 

○ 忍者の動きを共有し、よい動きをしている

児童の紹介をしたり、実際に全員で動いてみ

たりしながら、特徴を捉えるとよいことを確

認させる。 
 

 

 

 

〇 友達のよい動きやよい言動を認め合えるよ

うな言葉かけをする。 

【学習課題】 

忍者になるには、どんな動きをす
ればよいだろう。 

【具体の評価規準】知② 

〇 忍者のイメージから特徴を捉え、実

際に動いて表現することができる。 

 

（方法：ノート・発言） 
【期待される学びの姿】 

 忍者の特徴を捉えて、動きを工夫

しながら、いろいろな表現の仕方を

考えて活動している。 

【まとめ】忍者になるためには、忍者のとくちょうをとらえて動くとよい。 

【めあて】「忍者の世界」の忍者になろう。 



【場の設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴ活用計画】 

例：教師による教材提示の計画、ＩＣＴを活用した発表，まとめ等による考えの共有の計画等 

動画撮影用のタブレット端末を用意し、児童が自分の動きをその場ですぐに確認できるようにする。 

※その他 課題解決を図る情報収集計画，検証結果やパフォーマンスの記録計画など（シーンに応じて活用計画を立てる） 

【見方・考え方を働かせて解く適用問題等の計画】 

見方・考え方を働かせて、単元の終末で次の学習に取り組んだり、次時以降の学習に生かしたりする。 

〇学習成果発表会等で、表現運動で培ったことを生かし、演劇を発表する。 

〇体を動かすことの喜びや楽しさに気付けるように、表現運動での経験を生かし、「Ａ 体つくり運動

（ア 体ほぐしの運動）」の動きに取り入れる。 

 

 

教師や友だちのまねをする場 イメージかるたから即興的に動く場 

【鏡の世界】                【忍者使う道具や技など】 


